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金澤繋科大學法醤學教室（古畑教授指導）

  上  道  清  一

  正  木  信  夫

    （昭和g年5月20日受附〕

（本編ノ概略ハ表ル昭和6年3月第16茨目本法圏學曾二於テ護表シタモノデアル）

                日

第I葦 緒  言

第2章 唾液中ノ型特異性凝集棄ノ護明

 第ユ節 標準血球ニコル橡査

 第2節 唾液ノ同種血球並二異種血球凝集

    素慣

 第3節 食事，含嚇ノ凝集繋慎二及ボス影

    響
 第4節 血清艮ピ唾液ノ凝集棄慣ノ比較

 第5節 唾液中ノ型特異性凝集棄ノ吸着試

    験

第3章 唾液中ノ型特異性凝集原ノ謹明

 第1節 唾液ニコル型的凝集素ノ吸着，並

    二血球，血清ニコル吸着カトノ比

    較

玖

 第2節 唾液ニコル型特異性凝集棄吸着ノ

    時間的駒係

 第3節 唾液ニョル型特異性凝集素吸着ノ

    量的闘係

第4章 唾液内凝集素並二凝集原ノ温熱二対

   スル抵抗

 第1節 凝集棄ノ温熱二対スル抵抗

 第2節凝集原ノ温熱二対スル抵抗

第5章 冤硬質験

 第1節 實験方法

 第2節 實験成績

 第3節 吸着試験

第6章 総括並二結論

   文  猷

第1章緒   言

 最近血液型研究ノ襲展二件ヒ，血球以外ノ諸種鵠腔液，臓器，細胞等二就デモ研究セラル

ルニ歪リ，唾液二於クル型特異性物質ノ検索モ亦重要ナル研究ノーツトテルニ至ツタ、

 エ913年Seitz（1〕ハ唾液ヲ以テ過敏症ノ研究テシタガ山上教授門下ノ白井（三郎）㈹ガ物メ

テ人精液，鼻液，膣，子宮分泌液ノ外二人唾液二就テ型特異性ノ研究ヲ試モ，唾液中ニハ同

種血球凝集素ハナイガ同種血球凝集反膳ヲ型特異的二阻止スル作用アルコトテ護見三，此ノ

抑制作用ニヨツテ，血球ト同様二唾液チ4型二分類スノレコトカ出來ルト唱導シ，型的特異性

ハ血液ノ外二唾液，諸種髄膣液中ニモ存在スルコトヲ明カニシタ．

 共復古橋寛一郭｛4〕Sou・・Di・i・m，M舳e。㈹、G．ien丘e1dし7〕等ノ研究ニヨリ人唾液ニハ

血球凝集原ト同様ノ型的物質ガ存在三ノレコトカ確定セラレルニ至ツタ．

 然シ，唾液中ノ凝集素二就テハ免疫凝集素ガ唾液中ニモ移行スルト云フ1，2ノ報告ハア

ッタガ，正常凝集素ガ存在スルト云フ確實ナル報告ハナカツタ．

 然ルニ吉田（寛一）“川〕川且博士ガ初メテ唾液内二同種血球凝集素並二異趣血球凝集素ガ存
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在スルコトテ確認シ，他方白井（三郎）博士ノ説ノ切ク同種血球凝集反騰テ型特異的二抑制ス

バ物質ガアルコトヲモ讃明シ，共締果血液ノ代リニ，唾液二体ツチ血液型テ李U定シ得ルト主

張スルニ至ツ久同氏ハ唾液ノ他二涙液，精液，諸種髄腔液，麟籍，細胞等ニモ型特異性物

質ノアノレコトテ明カニシ，從來ノ血液型ノ意義テ銭大シ，血液型ハ箪二「血液ノ型」テ意味ス

ルニ止ラズ「血清學的人間型」ノ意デアルト提唱スルニ至ツタ．之ヒルシュフェルト等ノ血液

型ハ血清學的髄質型ノ義デァルト云7主張トー致スルモノデアル．

 吉田博士ニヨツテ唾液ニコル血液型検査法ガ護表セラル・ヤ多タノ人々ニヨツテ追試セラ

レ，原口（一億）｛1！）北條（春光）㈹速水（寅一）萩（章）（14｝申山（祠官）U5〕北村（武彦）小熊（英

夫）（佃j字田川（祓二）U7〕奥村（倫補）｛20｝山木（良一）（m森（英雄）1211伊藤（恰）（王2〕越後（一雄）

（24〕喜多見（行正）丁1帥等ハ夫々自己ノ實験結果二基キ轡田氏法ヲ批孚ロスル産ガブツタ．

 又海外ニアッテハSchi丑｛27〕及ビ其門下二ョツテ研究セラレ．Br副hn㎜d Schiff（獅ハ馬

ノ唾液内二人血球A友ビ山羊血球ノ溶血圧腔テ阻止スル物質ノ存在スルコトデ知リ，Lebrs

伽八人唾液二同種血球凝集反廠及ビ同種血球溶血圧悠テ型特異的二抑制スル作用アルコト

テ實験シ，更二免疫實験ニヨリ型特異性血球凝集素ノ産生ヲ認メ，叉山羊血球二対スル溶血

反騰及ピ人唾液並二血球一封スル柿鑓結合反腔等ヲ試ミタ．

 最近Sch雌㎜d Sasaki舳，Sasakポ州τ〕等八人唾液ノ型特異性物質ノ検索二當ツチ，血

球二存在スルト同様ナ型的物質A叉ハBテ同一人ノ唾液申二容易二誼明シ得ル場合ト讃明

シ得ザル場合トガアルト云ヒ，前者テAu・・cheid・r後者ヲNi・ht－aus・ch・1de・ト名附ケ，

之ハ血液型トハ別個ノ遺律性質デアルト報昔シテヰル．

 著者ノー人正木㈹ハ嚢二抗人唾液冤疫家兎血清テ作リ，沈降反膝ニヨツテ，人唾液ニハ

極麗特異性及ビ麟器特異性ガアルコトテ明カニシタガ本編二於テハ主トシテ凝集反騰ヨリ見

タル人唾液ノ型特異性二就テ實験シ，型特異性凝集素，凝集原ノ存在テ確認シ更二共性状ヲ；

明カニシタ．從ツチ，之等ノ研究二体ツチ，人唾液ハ「種麗特異性」「臓器特異性」並二「型特

異性」ノ三種ノ特異性テ同時二共有スルト云ア生物學上甚ダ興味深キ事費テ開明スルニ至ツ

タモノデアル．

第2章唾液中ノ型特異性血球凝集素ノ護明

              第1節標準血球二体ル検査

               第1項 實 験 方 法

 A型，E型ノ標準血球浮漉液二被糠唾液ヲ作用セシメル．対照トシテ回1人ノ血球二就テ，血液型ヲ定

メテオク，英ノ血液型（血球ニコル〕二相懸シテ唾液ノ凝集反懸ガ型特異的二越レハ被檎唾液中ニハ型特異

性凝集素ガ存在スルモノト認メル，

 条等ハ斜上ノ方針二墓キ2穴ホールグラス」ノ各穴二被櫨唾液2－3滴ヅ・滴加ン，次イデ左六二A型

血球浮游液〔上O〕右六二二B型血1球浮游液〔正○〕〔何レモ實強直前二作ツタ約1％絢糠酸ソーダ食麗水浮游

液〕ヲ1滴ヅ・滴加ツ，式ノ如ク凝集反歴1ノ有無ヲ検査シダ，唾液ニコル凝集反騰二當ツチ，注意スベキ
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コトバ，粘欄度，爽雑物ノ有無，凝集棄ノ含有量ノ多少デアル．唾液ノ凝集反懸ハ極メテ微弱デアルコト

ガァリ，叉反魔速度ガ遅イ，副チ長時間ヲ要シテ始メテ凝集反腫ガ起ツテクルコトガアル．之等ヲ顧慮セ

ヌト英孚リ走ヲ誤マルコトガアル．敬二被楡唾液ハ出來ル女ケ清澄ナル上蒲液ヲ用ヒ，血球ヲ加ヘタ後15－

20分間仕ハソノ瞳静置シ，雨後rホールグラス」ヲ静カニ前後左右二揺リ動力シナガラ愼重二蓬縁部カラ凝

集反魔ヲ橡査スルノデアル，眞性凝集反腫ト慢性凝集反魔トヲ識別スルコトハ血清ノ場合ヨリモ大切デア

ル．新クシテ唾液ト血球浮游液混合後約30－40分後二至ツチ，最後ノ判定ヲ下ス．

 唾液ハ食事ト食事トノ中間二採取ツタ。（必要二懸ジテハ，食事ノ前後一定時二探ツタ），採取方法ハ，

ロヲ大キク開キ，舌尖ヲ上顎歯列ノ後壁二密着サセ，上麗ヲ稽前方二局シ，暫ク英儘ノ要勢ヲ保タシメル

ト唾液ガ漸次口内二溺ツチ來ル，之ヲ試験管二取リ，暫時放置スルト固形物ハ試験管ノ下部二沈澱シ上部

二清澄ナル唾液ヲ得ルコトガ出來ル．比ノ清澄部分ヲ「ピペット」ヲ皿テ静カニ採取ツチ實験二供シタノ

デアル．

                第2項實験成綬

 第1表呈示ス姉ク，血球，唾液ノ血液型八大部分一致シ，（32例中B型2例ガー致シナカ

ツタ）唾液ニコル血液型ノ判定ハ豫想外二好成績デアツタ．

                第    1   表

               被穂唾液二作用セ唾液申二存在
實験   唾液   シメタ血球浮游液スルト推定サ
       採取              レシ同種血球

審鋭    日        凝集繋

 1  山0 29／XI 29／X1 什  朴   α，β  O型  0型

 2  池O   〃   〃   柵   舳    σ，β   o型  o型

 3  高O        什  什   ㍉β  O型  O型

    濱O          冊   冊    與，β   O型  O型

    廣○        料  什   劇，β  O型  O型

    太○          十十   十十   竈，β   0型  0型

    城O          ＃   什    匝，β   0型  O型

    井O          朴   糾    盤，β   O型  0型

    竹O          ＋＋   什    α，β   o型  O型

    大O        ＋  ＋   幼   o型  o型

    石○      〃   柑   榊    匝，芦   O型  O型

    伊0  21／XI 21／XI 什   拙    σ，β   O型  O型

 29  千0  9／n  9／II  壮   料    匝，β   O型  O型

 30  藤0 21／XI 21／xI 洲  舳   ’蜆，β  O型  O型

 11  黒0 29／xI 29／xI     拙    β   A型  A型  〃

 12  寺○  〃   〃      什    β   A型  A型  〃

 ユ3  有○              料    β   A型  A型

 23  金O               料    β   A型  A型

【螂】
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24         21／X］

25  桑○       〃

％   川O       〃

l l・型 ・型

β    A型  A型

β   A型  A型

14 李 29／XI 29／XI 十 十 σ，β ○型 B型 不一致

ユ5 山O 〃
〃一  ＾     L一一一

V

十十

一
苗 1B型 旧型 一致

16 男O 〃 十 十 俣，β ○型 B型 不一致

20 玉○ 〃 〃 十十

一
α B型 lB型 一致

27 南O 21／XI 21／XI 丹 一
風 1B型 丑型 〃

28 正○ 〃 〃 榊 一
“ 皿型 lB型 〃

31 板O 4／XI1 4／X■ 什 ■
α 1B型 lB型 〃

鑓0  29／xI 29／xI

上○   〃   〃

竹0  21／XI 21／XI

喬○   〃   〃

材○   〃   〃

AB型  A週型

A頂型  AB型

＾＝B型 A皿型

    A丑型

    AB型

冊トー凝集反騰最強度  朴・…・〃彊度  什・・…〃中等度  十……〃弱慶  一・…・・〃陰性

 凝集反騰ノ瀕サハ可ナリ強イモノモアゾタガ中ニハ微弱デ李螂定二困難ナモノモアッタ．唾

液ガ饒リニ粘欄ナタメ，凝集反騰ガ不明ノモノモアッタ．カ・ル場合ニハ生理的食盤水デ稀

薄シテ再検シダ．

 以上ノ實験成績二体ツチ見レハ唾液中ノ凝集素ノ含有量及ビ反騰ノ撮サパ個人的二差異ガ

アル．叉同一人二於デモ共生理的條件，採取時ノ状態等二俵ツチ多少ノ差異ガァルガ，唾液

内凝集素ニコル血液型検査ハ推賞スル二足ル血液型ノ補助検査方法デアル．

第2節 唾液ノ同種血球凝集素憤並二異種血球凝集素慣

               第1項 實験方 法

 上清唾液ノ借藪稀麗液ヲ作リ，A型，B型，AB型人血球ト家兎血球二作用セシメ，40分後二於ケル凝

集慣ヲ測定ツタ、全實験ヲ通ジテー走ノ〔A型上O，皿型肝O。＾B型材O）血球ヲ使用シダ．

               第2項實験成 績

 ○型31名，A型20名，丑型13名，AB型6名ノ唾液ノ凝集償ハ第2表二摘ゲタ．

 0型唾液ノA型血球二対スル凝集憤ハ原液デ漸ク反騰ラ呈スル程度カラ最高ハ32倍デア

ツタ．B型血球二対スル凝集慣ハ低ク・テ共作川域ハ原液カラ最高I6倍デアツタガAB型血

球二対シテ原液カラ最高32倍デアツタ．自ロチ唾液ノ人血球二対スル凝集慣ハー般二低イ，然

ル二家兎血球二対スル凝集慣ハ最低4傍カラ最高256倍デアツテ人血球二対シテヨリ遥カニ

高イ．

                   【弱】
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舞  2  表   唾液ノ血球凝集素僚

作用血球

唖 液稀縄 倍 籔

唾液 計
苧均

ﾃ集贋01 2468ユ2162432486496128256
A 455里813

1 31 7

遍

3552・1312
6

L■一

・・1一一・・1

0型

ﾁ液

＾B 24123513 1 7

家兎卑

11ユ191716 21
31 幽

家兎5 1 3 1017 6 21 31 43
B 334261

］一 20 64

A型

ﾁ液

AB 2366 1ユ1 20

家兎4 2 4 7ヱ5
1 20 40

S9家兎5 3 5 3161 20

A 236 2 13 4

B型

ﾁ液

AB 425 2 13 3

家軍4 1 1 6 21ユ
1 13 32

家兎5 1 2 5 113 13 29

A丑型

ﾁ液

家兎4 2 31 6 15

家兎5 1 ユ

211 6 17

 此等ノ凝集憤ノ算術千均チ計算シテ見ルト，O型唾液ハA型血球二封シテ7，E型血球二

封シテ6，AlB型血球7，家兎No．4二封シテ44，No．5二封シテ43，デアツテB型血球二

封スル凝集慣ガー番低ク，家兎血球二封スル異種血球凝集慣ハ人血球二封スル同種血球凝集

憤ヨリモ6－7倍高カツ久

 A型唾液ノ凝集慣モB型，AB型血球二封シテハ比較的低ク，16倍以下デアリ，家兎血球

二封スル異種血球凝集慣ハ最高256倍迄デァッタ．千均凝集慣ハB型血球二6，AB型血球

二4，家兎No．4二40，No．5二49デアツタ．

 丑型蟹液ノ凝集慣モ人血球二封シテハ非常二低ク，平均A型血球二4，AB型血球二3，

デアリ家兎血球二封シテハ最高128デ，卒均慣ハ家兎No．4二封シテ32，No・5二封シテ29デ

アツタ．

 AB型唾液ハ（6名）人血球二封スル凝集素テ敏イテ居リ，家兎血球二封シテハ明カニ反膝

テ皇シタガO，A，B型唾液二於クルヨリハ幾分凝集償低イ様デアツテ，最高32傍，平均凝

集慣ハ家兎No．4二封シテ15，No．5二封シテハ〃デアツタ．

 之ヲ要スルニ，人睡液ハ血清二於ケルト同様二，型特異性ノ同種血球凝集素並二家兎血球

二封スル異種凝集素テ含有シテ居ルガ，型的血球凝集素憤ハー般二低ク，最高32傍内外デア

ルガ家兎二封スル異種血球凝集素ハ型二開係ナク，各型ノ唾液中二合有セラ1ノ，共凝集債ハ

                   【96】
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人血球二対スルモノヨリハ蓬カニ高ク，最高256倍デアツタ．

 家兎以外ノ動物血球二勤スル異種凝集素二就テハ，第3表二示ス如ク，家兎二次イデ犬血

球二対シテ可ナリ凝集慣ガ高イ．共他ハ海狽モO型二於テ1例、B型二於テ2例，軽度陽性

ノモノガアッタ．年二対シテO型唾液ノー例二於テ弱反腔テ認メタガ其他山羊，鶏血球二対

シテハ凝集反廠ヲ認メルコトガ出來ナカツタ．

            第   3   表

  ○州

！申O早O又○

rO（穴O）
人／
 一■    一■＾’

  A（上O〕

     ， 』  児（正・〕l

 A引材O〕

竈／ Nr．4

Nr，5

大

海／N「・1

引N，2

O  O  O

8  4  1

8  1  1

4  4  1

16  64  ω

16  64  32

2  ユ6  4

0  2 O

0  1

 A型

｛上○川O

ぺlll

山∫N『・1

羊λN，2

 ∫N・・1
鰯、、。

0  0

0  0

1  4

1  2

8  32

8  16

2  8

0  0

0  0

0  0 ・1・・
0  0 ・1・ O
0  0 。1

0  0 O

0  0

O  O

O  O

O  O

0  0

O  O

 丑型

奉O正○

0  0

1  4

O  O

ユ  4

4  16

4  16

0  1

2  2

0  1

O  O

O  O

O  O

O  O

O  O

O  O

  A二B型

材○喬O竹O
0  0  0

0  0  0

0  0  0

0  0  0

16  8  8

16  8  4

4  1  1

O  O  O

0  0  0

O  O  O

O  O  O

0  0  0

0  0  0

0  0  0

0  0  0

        第5節 食事，含嚇ノ唾液凝集素慎二及ボス影響

食事ノ前後文ハ含嚇等二体ツチ唾液ノ凝集慎二著シギ差異ガアルカ否カラ實験スルニ（第

4表）同一人ノ食事ノ前後二採取シダ唾液二就テ同一血球二対スル凝集慣テ比較シタガ大シ

            第   4   表

唾 液 血 上O唾液〔A〕 血 正○唾液〔B〕

採取時 球 1 2 4 8ユ6 球
・i・；・ 8 16 32

朝食前 B 十 士 ’一 一一 A 什 什 什 十
」                        皿」

阯｝
一 ■

一’
一一 ・一

朝食後 瑠 什 十 土 一一＿．＿二＿

‘一 A
冊1料 ■

什 十

臣＝＝ ＝ 二
L       一     一

黷P  一一1 ＝ニュ
■1o一一一 一一

星食前 招 十十 十 一

一■一

一 A ｛壮 十十 十
一6 一一

1                                L

ﾟ後3時 ｝L｝L
一■ 一〇

化  ■  ■

E ’
｝■  一 一一含轍前…

鴉 什 十 一 A
冊1＋＋1什 1 1

什 一 一

，一
，一 一一

一          …          一

山午後4時 B 什 ± 一 一 A 拙 十十 什 十
一一 1■

合嚇後
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タ鐘化ハナカツタ．叉含嚇二体ツテモ影響セラ1ノルコトハナイト思バレル．

          第4節 血清及ビ唾液ノ凝集素憤ノ比較

 血清ト唾液ハ必ズ同一人ヨリ同日同時二採取シ，血清ハ56度二30分加熱シテ非働性トナ

シ，動物及ビ人血球ハ同日二採血シテ約1劣食酸水浮游液ニシテ使用シ九

 第5表二示ス如ク，人血清ノ同種血球及ピ各種動物血球二対スル凝集慣ハ，一般二同種血

球凝集慣八相當高イガ，異種血球凝集素便ハ動物二体ツチ色々デアリ，家兎、白鼠，犬血球等二

対シテハ比較的高イ．然ルニ唾液中ノ同種血球凝集素倣モ異種血球凝集素慣モ血清ヨリハ蓬

カニ低ク，条等ノ實験例デハ唾液中ノ凝集素慣ハ血清ノ凝集素便ノ約拠以下デアツタ，唯

家兎血球二対スル凝集素慣ノミハ比較的高ク，血清ノ凝集素慣ノ約％位アリ，人血球二勤ス

ル凝集素慣ヨリ常二高カッタ．

       第5表 E型（正○）ノ血清ト唾液トノ凝集慣比較

稀澤倍藪 血   清 唾   液
血球 原 1・l1・ ・中 ・・ P・巾 120剛…1 320 原

； 15「10120 1・・
・・ P・・1・・1…r 160

No．1 一
■一一 一 二1－1

一 一ト 一
一二

＾一I．’一

D

一’

E

一山 一一6一 一」 一一一＾I ・L… 一・

U

一… 一
鶏

一一

一           ＾．一

一No．2 一 一 ， ■
＿1＿

一

海獲 No．1 ｝什一Q1
＿1．

一トー■ ｝一＿ト I

 一 一

?一 一
@■凹           ．

｡一
一 一 一十

n          ．

・■ 一一 一山 一

一
■    ・    一    一    一

@  一           ’  一■            ’

?  。．I一  一    一   ・

�P＋一一

，II ■L

■一
No．2 淵 什 ， 一 一 二1士

1・一c…          ’                  …■

犬 No．1 1山 什■   ■ 十十 ・Ll 一    ， 一÷一片 一
一1一一一

自鼠 No．1
什’I■I什

十：十一
C一■L’一 @ ‘@i＋1＋土 」

一一 ｡■ ’一■」

齟?

C

■■’一』一

一
十一π■I’十十什一号 什，什 十一十

6＾ 一

p

，    一

｡ ．・

¥一

＾’

E．一・

・□

｡一  ■

．一

D一 」一一・

■止一 一

｡No．2 ■一 一

家兎 No，4 柵 淵 料‘ 什一 十十 什一 十
一        一

糾…I料

・1・I …1  、十十

 ■一1一  一
@5’＾I一一             ■I一■■ ’ ■

@， ，’                …■         I I止一1

拙一冊榊一榊
’L、  ■

?    1」I o

｡

十十’一

¥十
■■ 、 ｝No．5 柵 榊 什≡ 什 什 付 十 一一 一

0〔申O） 一 一 i i
＿1＿≡

■ 一 ■ ・

一
一一

黶x   ’ h■一一

｡一山

U

一一I一

C■

｡

一一1

A（上O） 拙 冊 拙 榊 糾 什1仲 十十 十 料 士

・』’

黶v■一一

E’  一一・

一L

人
＝B（正O〕

一 一 ■一 ■ ■r一 一 ■ I i一 一’一

AB（村○〕一
｡一．・㎞。

榊 冊 拙i併 冊 1桝叶＃ 十 仲 土1一 一
1州i併 小i・1・1」千1■仲1土1一 ■一

          第5節 唾液中ノ型特異性凝集素ノ吸着

             第1項實験方法
實駿二用フ唾液及ピ人血球各種動物血球ハ何レモ質験日ノ午前申二採取ツ，吸着方法ハ唾液ノ遠心王満

1㏄宛二生理的食麗水ヲ皿テ4回流溝シダ25％血球浮游液1㏄ヅ・ヲ注加シ，密栓ツチ室温二放置スル、

共間時々振蟹シ，3時間後ソノ蓮心上滴液二就キ凝集反騰1ヲ極ツタ．対照トッテハ血球ノ代リニ等量ノ食

麗水ヲ加ベテ同様ノ實験ヲナシタ．

             第2項賛験成績

 人血清テ人血球テ以テ吸着スルト，血清中ノ型特異性凝集素ノミテ吸着シ，家兎共他ノ異
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種血球凝集素ニハ影響ナイガ人血清ヲ家兎

血球ラ以テ吸着スルト，抗家兎異種血球凝

集素ト同時二βヲモ吸着スルコトハ条等ノ

實験二体ツチ明カデアル．（表略ス），弐二

人唾液テ人血球叉八家兎血球ナ以テ吸着テ

行ヒ，型特異性同種血球凝集素及ビ異種血

球凝集素ノ存在テ確認シ様ト思7．

 第6表二示ス如ク，O型唾液ヲA型血球

デ吸二着スルト，最早A型血球ニハ作用シナ

クナルガ，B型血球．家兎血球共他ニハ依

然トシテ作用スル，師チα凝集素ノミテ吸

着シ，β火ビ異極血球凝集素ニハ鐘化テ認

メナザ玖二B型血球デ吸着スルトβガ吸

着セラレルガαヤ異種血球凝集素ニハ影響

カナイ．AB型血球デ吸着シテモ同様デア

ル．然ル二家兎血球デ吸着スルト家兎血球

二対スル異極血球凝集素テ全部吸着スルト

同時二β凝集素デモ吸着スルガα凝集素ハ

吸着サレナイ．

 A型唾液叉ハE型唾液ヲ各型人血球テ以

テ吸着スルト夫々型特異的二β凝集素叉ハ

α凝集素テ吸着シ，家兎血球ハA型唾液中

ノβヲ吸清スルガ，I三型唾液中ノαニハ何

等鐘化ナイコトハ前實験ト同様デアツタ．

 以上ノ實験ニヨリ，唾液中ニハ型特異性

ノ人血球凝集素ガ含有セラレテヰテ，人血

球ニヨリ型特異的二吸着除去セラレルガ唾

液中ノ異種血球凝集素八人血球二体ツテハ

除去セラレナイ．家兎血球ヲ以テ唾液ノ吸

着チ行フ時ハ抗家兎異種血球凝集素テ吸着

スルト同時二β凝集素ヲモ吸着シ去ル．之

二体ツチ，人唾液内ノ人血球凝集素ノ性状八人並涛内ノ人血球凝集素ト同一ノモノデアルト

云7コトカ出來ル．
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      第3章唾液中ノ型特異性凝集原ノ護明

  第1節 唾液ニコル型的凝集素ノ吸着並二血球，血清ノ吸着カトノ比較

         第1項 實，験材料及ビ方法

1．唾液ノ遠心上清液

2． 項垂液…墓J厳沈｛査

   第 7 表  O型血清テA（上○）ノ唾液，血清，血球ニコル吸着

血清 0型血清ノ凝集憤
稀澤
倍数 ・型血球  1．週型血球

吸着方法 ・・i・…1・巾i馳 1・・佃…1・・へ・… 川・1・・l1・・，・・ …1…

勤  照
i吸着セヌ場合〕 舳 州

冊1冊1 冊 1井■一 一L 柵 拙 冊 冊
冊1片・山      山■’，

・一
一1一

一一■I一 一  一
32倍液 拙 榊 冊1小一一ト十 舳 榊 拙 耕 州 井十 ■＾ 一■ 一

］
I     ■

一］■
 ］一                                         I1＾

唾 16悟液 冊 拙 剛榊 十 一H一 ■一 榊 冊 拙 榊 柑吐・  一 一
」

■一 F一

一トー一

液 8情液 州 柵 刈什 一一 ｡一 十 冊 淵 拙 朴 冊 什十 一1
一‘o一o一一 ’一 山一

一一

睡
上 4借液 俳 州 柵■ 一1一 一1口 十 榊 柑 朴 糾 排十十 ■一

液 凹 土F 一’■
■ 山 一  一  一

、
■    」     ■ 一一       一 ’一 一 ■清 2借液 洲 十 一1口 一ト I一 g 糾 冊 糾 榊 冊 ・H・十 一1一

ヲ 一一    一

’
皿                一  ‘         1

二］■二 一山
一        一

一
． 山 ■L一 A   一 一．

一原液 一一 g1 柵 冊 柑 淵 冊 什十± ‘ 一
以

口1一

32借液 洲 榊 柵 柵 什1 十 ，一 一一 一 一一 州 冊 冊 榊 俗i什 十
テ

出         一

一 ■一 一一E’
一』一川 一一

＾             L

L
一一 ■一

一一
一1 一一一■

一，

睡 16倍液 榊 糾
 一
福P州 什 ■’ 一 一 ■一 舳 借 榊 排 榊 料 十 ．’ 一

吸

一 H…］｝川’一」
一」

□，液 8倍液 冊 柵 i■■ 一一 一一 一」

＾・

，一 冊 冊 冊 拙 拙 什 十 一’ 一着
＾ 一

一 ’■ 中 申一’
L ’■

、
一・

一⇒

沈 4借液 冊 柵
什1＋＿1 ■

・L 口｝ 口」 一一一 榊 拙 冊 冊 拙1針 十 ・山 一

」一■一口 一^ト L’］、’ ］耕I→ ｝濱 ・1一2借液 冊 卦 口に 一一 ■ 舳 拙 冊 榊 十 一止一 一

，‘

、 ⊥ ｛ 一
E    ・ 、一⇒へ

  I【申」 一一

一一

原液 十 土 ・ 一 ■一 ‘ 一 冊 冊 糾 柑 拙 什十 ・ 一

32価液 柵 拙 耕 冊 柑 什 ・ ■一 一 一一I■ 榊 柵 柵 柵 柵 什 十 一 一

■ ，一』｝■一
，              一 ㌧一 山． ，一     〇

」一一
■1一 ’皿I 一

D
一一

一」

血 16借液 舳 榊 耕 柑 刊十
一一

一一

冊i榊｛一   ＾一

料 糾 糾 料 十

一 ＾
㌧        ’ ＾．

■｛■L iL
一一’

一 ■
十十1土 ■ 一一 柵j榊 」清

8借液 柵 拙 榊 榊 I i 糾 糾 朴 什 十 士一
ヲ

］、一 一■ 皿」 一＾■ 刈丁一一
一 一’』  皿

L一
一       一

一一

血
．以 4借液 冊 州 什 十 ㍉一 i

一一

一 淵 冊 冊 什 十 士一

］
」■■一

一一
山          ｛ “        一 、             一

一■＾一一一

一■，■『

一

液 ア 2借液 柵 糾 什 十 一1一一
一  一1一一

一 舳珊 榊 柑 出 糾 什 十 土 一

山」’■
一］      は          一
@！一       ・       ‘

一   I    し  ■ 一  一 〇

D
’             ’

’」，’一，一一、原液 榊 什 ± ， 一 州 珊 榊 拙 榊 糾 拙 拙 什 什
ヲ

32借液 上吐三 一一 一」 一＾
一I一     一一

一 山ヰ1 ・」o一 州 榊 拙 柵 冊 井 十

一
凸       」  L

」
一    I ’

一一■」
一＾ ■、 一‘

以
血 16借液 什 一 一 ‘， i」 ＾’ 一 一 ‘一 一 榊 耕 俳 冊 柵 什 十

一 一
■ ’■  」 o一

，
一一 ■一 ■一

， 一＾ 一11 、。
｡

一一 @…一 ■皿
C ■  一   ■ 皿  ■

球
8借液 ± 一， ■｝H ■■一’ 一 一一山 一I’ 洲 冊 冊 冊 糾 什 十 一’ 一 一テ

ヲ

日 ＾一 一一 一1』一一一，
一■  1L

1、、以 4措液 ，｝ 一月 一一 一 ．一 ・一 ＾＾ 柵 冊 冊十 糾 冊 什 十 ’’

、一

一一 一I1』一’、一 L一

一’

テ 2借液 一」 一」

皿  旧

■一L 一、 一’

一・

一’j

■          一

州 拙 柵 州 桝 什 十 一
一1』   ■

E 一1
1 一 ■■1

｝ 」』 ■一H
’ 一上一  一

?      一

，Lo
FI ■I■ 一一       1

｡       一

FI■■■一
P

原液 一 一 一 ■ 一 一 一州 拙 冊 拙 冊
十十 十 一
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人唾液ノ型特異畦二就テ 3079

 3．血清 正中静脈カラ採血シ，硝子球ヲ皿テ繊維棄ヲ除去シ，1回二重ガーゼ」デ濾過シテ全血2．O㏄ヲ

遠心管二探リ之ヲ蓮心γテソノ血病ヲ出來ルダケ充分二葉メ，之二生理的食麗水ヲ加ベテ蕾ノ2，O㏄ニシ

タモノ．

 4．血球 前述ノ血清ヲ取去ツタ残リノ血球ヲ4回流糠シ・テ2．0㏄ノ全血ニシタモノ．

 以上ノ4種ノ吸着物ヲ用ヒ，生理的食麗水デ借鞍稀騨液ヲ作リ，各O．5㏄ヅ・ヲ5倍稀澤ノ0型血清O・5㏄

二加ベテ室温デ3時間吸着セシメタ．

               第2項實験成績

 ○型ノj血清チA型（叉ハB型）ノ血球，血清，唾液テ以テ吸着スル｝，O型血清中ノα（叉

ハβ）凝集素ヲ吸着スルコトガ出來ル．

 然シテ，吸着カテ各々比較シテ見ルト，血球ノ吸着カガ最大デ家イデ唾液デアル．血清二

ヨッテ干凝集素ハ吸着セラレルガ共程度ハ唾液ヨリハ弱イ．而シテ血清テ以テ吸着スル時，

凝集原二相対スル凝集素ノ凝集僚ハ著シク減弱んレガ他ノ凝集素八反勤二凝集僚ノ上昇テ見

ルコトハ當然ノゴトデァル．

 師チ唾液中ニハ同種血球凝集素ト結合スル型特異性凝集原ガ可ナリ多量二合有セラレテヰ

ルモノデアツテ，共吸着カモ相當二独イモノデアル．唾液ノ上清ト沈澄トノ間ニバ吸着カニ

左程著明ナ差異パナイ．

        第2節 唾液ニコル型特異性凝集素吸着ノ時間的關係

               第1項方   法

 A型及ピ造型唾液ノ遠心上清ヲ生理的食麗水ヲ皿テ夫々2信二稀潔シ，各試験管二α5㏄ヅ・人レ，ソ

ノ上二5倍稀騨ノ0型血滴〔叫β）ヲ等量加ヘヨク混和シ，30分，1時間，2時間，3時間，4時間，5時

間後二岡ジA型。丑型血球浮游液デ英ノ凝集憤ヲ測定シダ．対照トシテハ5倍稀麗O型血清0．5㏄二生理

的食麗水O．5㏄ヲ加ヘタモノヲ用意シダ．

               第2項實験成績

 第8表二見ル如ク，採取唾液ノ濃度ニヨッテ幾分ノ相違ガアルガ，2傍稀緯蟹液ニコル吸

着カハ可ナリ撮｛モノデアツテ30分後二於テ跣二相當結合シテ居ル、】時間放置シタモノデ

        第8表（1）O型血清テA型（上○樺液テ以テ吸着

凝番i ・型血球一封シテ 1 ・型血球一封シテ
鰯」・・…中剛・・1・・。l1・・」…1…」
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第8表（2）O型血清テB型唾液（正○）テ以テ吸着

凝集

ﾂ A 型血球 L 遭型血球吸着

條ﾔ
加i・・1・・ 40 60 ・川・」蜘…」…｛・・ 30 蜘i・川・i・別 160 ・・

勤照、1舳吸着セス）   向
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一・

M 日

D一

D＾

鼈黶

E＾
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E
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f一
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糾柵＾  一…

ｬ’          ＾

甘一 什

’4時間 洲 井 什

 I{1＋一＿ L  L1

{＋一 L一              ■」1

{＋5時間
＾榊
冊i柵 什 十十

．
一1什1・

．

 ■

u一
一1一

八更二吸着ガ進行シテヰルガ，2時間後デハソレ以上殆ンド鐘化ヲ認メナイ．師チ新興ナル

唾液ヲ以テ同種血球凝集素テ吸着スルニハ2時間放置結合セシムレバ充分デアル・

       第3節 唾液二依ル型特異性凝集素吸着ノ量的開係

            第1項實験方法
同一ノO型血清5倍稀騨液ヲ準備シ，之二A型，R型、AB型唾液ノ遠心上清2，4，8，16・32倍ノ

各稀蟹液ヲO，5㏄ヅ・加へ吸着3時間後カラ各血清二就テ同一ノA型，二B型血球二勤シテ凝集憤ヲ測定シ

ダ．

            第2項實験成績
 ○型血清テA型，遇型，A畢型唾液テ以テ吸着スルニ，共吸着カハ農産二比例スル．余ノ

實験二於テハ唾液原液テ以テ，吸着スレバ凝集素テ殆ンド吸着シ盤スコトガ出來タ．敬二新

鮮ナル唾液デ血清中ノ凝集素ヲ吸着スルタメニハA型，遇型血球二対シテ160倍内外ノ凝集

慣ラ有スルO型血清5－10倍稀澤液二対シテ唾液原液テ血清ト等量或ハソレ以上使用スレ

バ充分デアル．

    第9表（1）       第9表（2）
 ○型血清ヂA型（上○）唾液デ吸着         O型血清テB型（正O）唾液デ吸着

凝集
慣 A型血球二対シテ
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第 9 表 （3）0型血清テAE型（材○）唾液デ吸着

A型血エ球二対シテ＼凝餐
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4章唾液内凝集素，凝集原ノ温熱二欝スル抵抗

          第1節 凝集素ノ温熱二対スル抵抗

血清凝集素ノ温熱二対スル抵抗二就テハ從來数氏（Mo彗s㈹｝，AscoIi㈹，Hekto㎝〔舳5i，

々木（36’，中島（研㌧小山円㈹，岸，桑原（39㌧世良㈹，吉田U9｝）二体ツチ實験セラレ，

5度内外30分加熱二体ツチ，著シク減弱シ大半ハ破壊セラレルモノトサレテヰルガ，唾液内

        第エ0表  唾液凝集素ノ温熱二対スル抵抗
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凝集素二就テ同様實験スルニ，（第10表），56度30分加熱デハ少シモ影響ナク，60度30分畠於

デモ殆ンド鐘化ナキヵ或ハ靱度二凝集償ノ減弱テ來ス．然ルニ65度30分カロ熱スルト著シク障

害セラレ，殆ンド大部分破壊セラレ，70度二30分加熱スレバ金ク破壊セラレテ失フ．

            第2節 凝集原ノ温熱二対スノレ抵抗

 唾液原液テ種々ノ温度二温浴申ニテ30分間カロ熱シ，冷却後IO倍稀澤ノ相射的型特異性凝集

素テ合有スル人血清チ等量加へ，室温二3時間吸着セシメ，凝集反廠二体ツチ唾液内凝集原

ノ温熱二対スル抵抗テ検スルニ，第1工表二示ス如ク，無慮置ノ唾液デ以テ吸着スル時ハ，相

射的型特異性凝集素ハ全部吸着シ叢サレルガ家兎血球二対スル異極血球凝集素ニハ何等影響

ナギノミナラズ，凝集償ハ部ツチ増弧シテヰル．然ルニ，クO度30分加熱ノ唾液テ以テ吸着ス

ルト，家兎血球二対スル凝集慣ハ増独テ來サス吸着前1同様デアルガ，人血球二対シテハ無

鹿置ノ唾液ヲ以テ吸着シダ結果ト金ク同様デアツテ血清内ノ凝集素テ全部吸着シ護シテヰ

ル．更二75産ヨリ100度迄夫々カn熱シダ唾液テ以テ吸着テ行フニ纏ベテ金ク同様ノ成績デア

ルー師チ唾液テ100度二30分加熱シテモ凝集素ノ吸着性ニハ何等簗化テ來サナイモノデアル．

換言スレバ唾液内凝集原ハ瞬氏100度30分カロ熱二対シテモ耐熱性デアル．又唾液中ノ凝集原

ハ「工一テル」二溶解性デアル．

        第11表 A型血清（β）二対スル加熱B型唾液ノ態度

凝集債 E（正○〕血球 家兎〔N04）血球

機液 ・・1・中1・・1・…。j1・・1・ω・」・・」・…」・・l1・・1・・i…」…

．L芭＿小州1川・1・ニニ■土1土止1⊥・LL■二
艀臨唾液ヲ  ニー1－i一■土iサ1！冊土榊i什刊十1一
石♂／颪 二二三［！■二一冊■年冊i料・二…1－
7げC30！ノ唾液     ■  一        一  一  一一州＾ 井十！十甘  十十 十
                     1             1

・び岬／唾液 一一 一 …1冊1冊ゲ柵！料・

・げ・・γノ颪 一一 一一一一i洲糾≡冊1→・一

・・τ・’ノ唾液二二一］二1丁FT1州iTiTT

lげC1γノ唾液  一二二二二 州柵1冊1刊十一二二二
m・・γノ磁一■  …■一ト1パ舳糾；什1・一一一一

 以上ノ實験ニョリ唾液中ノ凝集原ハ搦氏100度二30分カロ熱スルモ何等ノ鐘化ガナイガ，凝

集素ハ癖氏65度30分加熱二体ツチ大部分破壊セラレルコトカ明カニナヅタ．之ハ型的凝集原

ハ類脂肪嗜好性凝集原デアルコいヨクー致スル．三田教授ニョレバ蛋白嗜好性凝集原ハ無

二対シテ抵抗弱ク，類脂肪嗜好性凝集原ハ耐熱性デアルコトカ特徴デアル．

第5章 蒐 疫 實 験

             第1節冤疫方法
生理的食麗水ヲ身、テ2倍二稀躍シダ唾液ヲヨク撹拝シ，強ク遠心シテ得タ上清ヲ冤疫原トシテ使用ツ

                 〔1㎝J



             入唾液ノ型特異性貞就テ              3鰯

タ．唾液上清ヲ3－5㏄ヅ・3目日毎二家兎ノ耳静脈内二注入スルコト6回二及ピ最後ノ注射日ヨリ7日

目二採血シ室温二於テ血清ヲ分離シ，56度30分知熟非働牲トナシ，O・5％ノ割二石炭酸ヲ加ベテ氷室二貯藏

シダ．

筒冤疫前ノ家兎ノ血清ノ凝集憤ヲ測定ツ，實験ノ対照トシタ、

             第2節實験成績

冬型ノ唾液テ以テ各3頭宛ノ家兎テ冤疫シタガ，英成績テー例ヅ・示セパ第12表ノ通リデ

アル．
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後ハ冬型ノ人血球二対シテ幾分ヅ・凝集便ノ上昇ヲ示シテヰルガ各型二略同程度二作用シO

型ニノミ特二高イコドハナカッタ．

 No．29家兎ハ冤疫前二於デモA型，A皿型ノ人血球二鞘シテ高イ凝集債ヲ示ス家兎デアツ

タガ之テA型唾液ヲ以テ冤疫スルト共結果O型血球二対シテハ殆ンド差ナク丑型血球二謝

スル凝集便毛少シ上昇シタノミデアルガ，A型，AlB型二対スル凝集贋ハ著シク上昇シダ．

冤疫前A型，AB型血球ノ凝集慣20倍デアツタガ冤疫後ハ1280倍二上昇シー見シテ抗A凝集

素ガ産生セラレテヰルニ1トガ判ル．
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 家兎テ人血球デ冤疫スル時八種騎特異性凝集素ガ出來，型特異性凝集反騰ハ被二・レテ，・種

属特異性凝集素テ除去シテ初メテ型特異性枕髄ノ産生テ護明シ得ルモノデアルガ，唾液ヲ以

テ免疫スノレ時ハ極麗特異性抗鰯ノ産生ガ少ナク，型特異性抗麗ノミ多ク産生セラレルコ｝ハ

甚ダ興味深イ黙デアル．

 No・65家兎ハ免疫前八人血球二勤スル凝集反廠テ認メ得ナカツタガ冤疫後二於テハ0型，

A型血球二対シテハ原液二於テ反騰スルニ止ルニ拘ハラス，遍型，AB型血球二対シテハi20

倍迄反騰シ容易二抗B凝集素ノ産生テ思ハシム．AB型唾液冤疫ノNo．61家兎血清二於テハ

冤疫後凝集慣ノ上昇テ來タシタガ各型二峰同程慶デアツタ．

 茨二余等ハ前車實験二於テ，唾液内凝集原ハ耐熱性デァツテ100度30分加熱シテモ倫凝集

素テ結合スル可能性アルコトヲ知ツタノデエOO度二加熱シダ唾液ヲ以テ家兎テ冤疫シテ抗髄

産生能力ァリャ否ヤチ見テ抗原ノ耐熱性テ讃明セントシテ次ノ實験テ行ツタ．

 0，A，B，AB各型ハ唾液テ生理的食顧水テ以テ2倍二稀櫟シ，沸騰シッ・アル熱湯申ニ

テ1時間加熱シ之テ免疫抗原トシテ前述ノ如ク家兎ノ耳静脈内二注入シテ冤疫血清テ得タ．

 No．クO家兎ハO型煮沸唾液テ以テ免疫シタノデアルガ冤疫後ハ各型血球二対シテ幾分ツ

ツ凝集慣ノ上昇テ認メタガ，0型ニノミ特二高イド青フ様ナ結果ハ得ラレナカッタ．

 No・96ハA型煮沸唾液テ以テ冤疫シタガ冤疫前カラA型，A丑型血球ニヤ・凝集慣高力ツ

タガ冤疫後ハA，AB型血球二対シテ著シギ凝集便ノ上昇ラ認メ，A型血球二対シテ5120傍

迄反膝チ星シダ，之二反シO型血球ニハ殆ンド愛化ナク，皿型血球ニハ幾分上昇シテヰルガ

A，A思型血球二対スルトハ比較ニナラナイ程弱イ．

 叉B型煮沸唾液免疫ニョルNo．56二於テハ冤疫後B型，A瑠型血球二対シテ特異的二凝

集慣ノ上昇ヲ認メ免疫前5倍ノそ…ノガ冤疫後ハ320倍迄反騰テ呈シダ．

 AB型煮唾液冤疫二依ツテハA，丑，AB型血球ニノミ著シク凝集慣ノ上昇テ來シ，A型血

球二対シテハ5120傍迄反腔チ星スル抗血清ヲ得ルコトガ出來タ．

 以上ノ成績二体ツチ生唾液ト煮沸唾液二体ル免疫實験ノ結果ハ両者共二型特異的凝集素テ

産生スルガ，煮沸唾液ノ方ガヨリ高慢ナ免疫血清ガ得ラレ，且ツ型特異性ガ著シイコトテ知

ル．敬二人血球二対スル型特異性冤疫凝集素テ得ルニハ血球ヨリモ唾液デ冤疫スル方ガ善イ

又煮沸唾液ハ生唾液以上二型特異性凝集素テ産生スルコトガ出來ル．

               第3節 吸 着 試 験

 血球テ4回以上流漁シ，沈澱血球ヨリ25劣浮潴液テ作ル．之テ等量冤疫血清二カロヘテ室温

2時間吸着セシメ，遠心上清二就キ凝集慣テ測定シダ．

 第14表二示ス如ク，No．28A型唾液冤疫血清ヲO型血球テ以テ吸着スルト，0型二対シ

テ凝集便ガ下ルノモデ，他ノA，B，AB型血球二対シテハ何等影響ナイ．A型血球テ以テ

吸着テ行アト，吸着後ハ各型血球二対シテ著シク凝集慣ガ低下スル，然シ，白鳳二対スル異

種血球凝集便ニハ少シモ愛化パナイ．弐二B型血球ラ以テ吸着スルトO型，B型血球ニハ

凝集便下ルカ，A型AB型血球ニハ少シモ鍵化パナイ．印チ，A型血球二特異ナ抗髄ノミ嚢
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ル．弐二AB型血球デ吸着スルトA，AB型血球二対スル凝集慣ガ共二下ル。

 弐二，N・．53B型唾液冤疫血清テO型血球デ吸着スルトO型血球二対シテノミ凝集反騰

ヲ呈シナクナリ，A型血球テ以テ吸着テ行7トO，A型血球二作用シナクナルガB型，AB

型血球二対シテハ殆ンド蟹化カナイ．然ルニE型血球デ吸着スルトB型血球二2倍稀薄デ

荷僕力作用スルノミデ値ノO，A，AB型血球ニハ最早作用シナクナル，然シ，白鼠二勤ス

ル異種血球凝集憤ニハ少シモ影響ガナイー弐二AB型血球デ吸着スルトB型，A退型血球二

第14表 （ユ）家兎（No．28）A唾免疫）吸着實験

吸

前

   凝   集   慣
・1・…1・・司司・・61ふ・・1・…

O ＋ 土 十十1＋二二
・冊冊舳冊榊1川1川・
・冊上上L     卜
・川⊥∴上州冊甘付日二
自鼠拙州什料十 ■十1一

   ・土L－1＋一一■十
業・朴⊥⊥柵舳舳什・「
耐ア E糾什・…1……1一
業・・止冊州同舟州i什」・1二

   自鼠舳料TF1一十1＋
   ・土   一に一r －
A以          ■｝］一  ■
   A＋＋   一一一一 一一型 ＿          ＿    ＿  ＿＿
血ア @。十   ＿ ＿＿＿＿＿
球吸  一   一 …■一一■   A遍  十          一    ■  ■  一  一  ■

ヲ着   ＿          ＿  r一
   白鼠耕糾■・1一   一一
   ・・H一一1■…H■一一
業∴．冊1榊小1榊糾1小1・二三
血ア ETl・1…1  ＋一
書簑・・∴⊥小小片付1・1二■
   自鼠拙耕十・・「一十1

領1÷｛H三≒二：
耐ア E土上・1一二∴∴
球吸
   AB  冊十 井  ・トト ±  一     一  一

ヲ着  ＿＿ ．＿．．、．   ＿＿
   自鼠冊拙什十・1一一一
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第14表 （2）家兎No．53丑壁免疫血清ノ吸着實験

1 一’＼＼撃集憤 凝  集  憤
慶置蚕 2 4 816 3264128 256 512 1024 20
O 士 ■’ ， ’ 一 一 一 一 一 一

吸 “ 一’‘A 十 一 一 □ 一 ■ 一 一 ， 一 一
一一 一 一着 丑 柵 朴 拙 什 十十 士 一 i 一 一

巾…」…AB 併 柵 冊 十十

・「一一 一

一 一 一 一’

，一

前

自鼠 什 井 十 士 一
’一 ■■ ■一

’
’■

O ■ 6 一 一 一 一 一 一 一 一 一
○以 一 ，一 一’A． 十 一 一 一 一 一 一 一 一

一一

型＿ ア

一血 巫 榊 柵 糾 什 十 ■｝ ■ 一 一㌧

’一

球吸 ’ 一」
向一 一 ’

一」

AB 耕 冊 料 甘 十 ・ ・’一 一 一
ヲ者

、白鼠 什 朴 十 ± 一 一 一 一 ■ 一 一

0 一 一 一 一 ’ 一 一 一
 一@一一        一

、

A以
』 皿        ■ ■ I  一 一 ’一 一一 一， 一

 i」             一

一A 一 一 ， 一
 一
?     一 一型＿ ア

血 丑 冊 冊 冊 什 十十
一

球吸
一一’ 一一 口1一

一一、
o，   一 一， ■・

’ ≡一    一

6」

AlB 鼎 柵 甘 十十 十 一 ｝ 一
ヲ着 一 ＾u’一

’・一…一
 ＝
?鼈黶f 一自鼠 十十 仲 十 土 一 一 ■ 一 一  1 ・ 一

0 一 一 ， 山 ■ 一 一一 一 一

把以 ｝一 一口 一■

■一 一L

A 一 ■ 一 一一 一一… 一’ 一型＿ ア

■ 一 」一
血 丑 十 一 一 一』■ 一 一 一 一

球吸 ・鴉「 、」 ■一 一一
■’ 一一 ■L」一

■ 一 一 一 ■ 一 一 口
ヲ着

一
■一 I」’自鼠 什 什 十 ± 一 一 一 一 一 一

0 ■ ＾ 一 一 一 一
A過以

，’ 一一 ■凹 一’ 一■

A 一 一 一 一 一 i 一 一 ， 一 一型＿ ア

血 頂 什 什 士 一 口 □ ， 一 一 一 一
 吸球

AR 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
ヲ着

自鼠 冊 什 什 ± 一 一 一 一 ， 一 一

八愉少シ作用スルガ0型，A型血球ニハ最早反騰テ呈シナクナル．印チ比ノ血清ニハO型，

A型血球デハ吸着サレナイ，B型血球二特異ナ抗E凝集素ガ存在スルコトガ讃明サレタノデ

アル．

 以上ノ實験ニヨリ人唾液中ニハ型特異性凝集原ガアリ，之1チ以テ家兎テ免疫スルト人血球

ニヨルト同様二型特異性免疫凝集素ヲ産生セシメルコトカ出来ル．

【109】



3088 上 道・正 木

第6章 縄括並二結論

 以上ノ諸費験ヲ総括スレバ

 1．最初32人ノ唾液二就キ，之二A型，B型血球テ姉ベテ血液型ヲ定メ，之テ同一人ノ血

球検査ノ結果ト比較スルニ，2例テ除ク他ハ皆一致シダ．

 2．人唾液中ニハ血液型二相當スル液性ノ型的凝集原ト型的凝集素トヲL含有スル他二，動

物血球二対スル異種血球凝集素テ合有シテヰル．

 3．唾液ノ同種血球凝集素債ハ血清二比シテハ弱ク，条等ノ検査デハ最高32倍内外，最低

原液デアリ個人差ガ可ナリ進シイ．共他二2，3ノ動物血球二対スル異種血球凝集素ヲ合有

シ，家兎血球二対スル凝集慣ハ最高256倍，最低4倍デγツタ．

 4．唾液内ノ型的凝集素ハ型特異的二人血球ニヨリ吸着スルコトガ拙來ル．

 5．唾液内凝集素ハ食事，含嚇等ニヨリ大シテ影響サレナイ様デアルー

 6．唾液内凝集原ノ血清内凝集素吸着カハ同一人ノ血球ヨリハ弱イガ血清ヨリハ張イ．叉

唾液上清ト沈溢トノ間ニハアマリ差異ぐナイ．

 7．唾液ノ吸着實験ニヨリ其血液型チ牛腱セントスル時ハ，凝集慣160傍内外ノ血清デア・ノ

バ，5－10倍二稀檸シ，唾液ハ原液テ用ヒテ，等量カロヘ室温2－3時間吸着ヲ行ヘバ充分デ

アル．

 8．唾液内凝集素ハ撮氏65度30分加熱二体ツチ者シク減弱セラレ，70度30分加熱二体ツテ

ハ金ク破壊セラレル．之二反シ凝集原ハ1耐熱性ヲ布シ，擬氏100度二30分加熱シテモ鍵化テ

受ケナイ．

 9，唾液中ノ凝集原ハ「エーテル」テ以テ抽出スルコトガ出来ル．夫故唾液中ノ型的凝集原

ハ類脂肪嗜好性ノモノデアルト考ヘラレル．

 10。唾液テ以テ家兎ラ冤疫スルトキハ，O型唾液テ除ク他ハ糠ベテ型特異性凝集素チ産生

セシメルコトカ出來ル．

 11．煮沸唾液テ以テ家兎テ免疫シテモ型特異性凝集素ヲ得ルコトガ出來ル、

 12．人唾液デ家兎テ免疫スルト種騒特異性凝集素ノ産生ハ極メテ少ナク，型特異性凝集素

ノ産生スルコトガ多イ．特二煮沸唾液デハ型特異性凝集素ノ産生ガ張イ、

 典故二型的凝集素テ得ルニハ血球デ免疫スルヨリモ，唾液デ冤疫スル方ガ善イ．
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昭和3年．  10〕同人，被檎者ノ血液ヲ要セサル血液型橡査便法．長崎轡科大學法圏學教室業報，

第2観 1號，昭和5年．  11〕浅田一，人類同種血球凝集現象ヨリ見タル人麗諸細胞諸分泌液諸

麗腔液ノ個入性≡二就テ。杜曾醤學籍誌，第5ユ5観昭和4年．  12〕原ロー億，煙草ノ吸殻叉ハ使

用後ノ爪楊子ヲ皿ナスル個人性ノ識別．長崎醤學曾籍誌，第7樫，4貌昭和4年．   酬北慣

春光，大便ニコル血液型ノ制定．長崎蟹科大學法轡學教室業報，第1巻，2鋤昭和4年．  ］4〕

速水蜜■，荻奮，唾液ニョル血液型制定ノ賓験的批評．東京圏事新誌，第2086駿，昭和5年．  15）

中山撞富，唾液ニョル學董ノ血液型検査成績．東京蟹事新誌，第2716號，昭和6年．   16）北村

武産，小熊美夫，唾液ヲ皿ナセル血液型制定二就テ．細菌學艦誌，第420饒，昭和6年．   17）

宰田川論㍉儘世保梅軍新兵ノ血液型調査．昭和6年．  18）喜多見行正，唾液申二於ケル血球凝

集棄ノ研究．歯科學報，第36巻，1蟻。昭和6年ユ1月． 19〕山本千島同種血球凝集現象二於ケル

阻止物質ノ醗究．長崎蟹科大學法圏學教室業軌第3巻，昭和6年． 20）奥村聞鰍山本貫一，豚

兵血液型ノ分布状態曲二個人免疫髄産生能及幟樒トノ麗係二就テ．軍轡團雑誌，第218號外，昭和6

年、  2ユ〕森泰雄，唾液ニョル血液型判定二就テ，日本微生物學病理製雑誌，第26審，12蜆，昭和

7年．  22）伊藤恰，血液型ト眼疾思，日本眼科學曾雑誌，第36巻，11班昭和7年，   23）

上道清■，正木信夫，唾液及血液ニョル血液型ノ制定二關スル比較厨究．日本法圏學曾第16次総督報

告，昭和6年、  24〕越後i蟻，唾液斑二体ル血．液型制定二就テ．十全曾雑誌，第38巻，第4彊，」

昭和8年．   25）Bra1m lI皿d S曲i耐：Das chemische Verh乱互te口der5em王。gi冒。hen GτupPe口・

sto冊e A una B，ihr vorkommon und ihr Nachwei5in Korper冊畳sigkejten・K1i皿・wochen5chr・8Jg・

192軌 26〕H皿g・L舳・：Ub・・gmpP㎝・p・王i丘・・h・Eig・口・・h・fl㎝d舶M・…h1i・h㎝Sp・i・h・1・，

Zeit彗。hr・f・Immuni楓tsfors・und exp．The胞pie．逓d・66，193α    27）F．ScMπ：Uber gmpPen・

spez断5che Subst乱皿zen d05M釦schIichen K6rpers，193工．    28）Sa舳止i，H． ： Ueber das

Vorkom㎜固gmppe説peエ冊scher Eig6nsch乱ften im SpeicheI u皿d ande祀n Korpor日u蹄igkeiten und

dem Nachwdsエweier A口s5cheidmgstype皿，Zeit5chr．乱Immu口i側5for5．u．fx砕Th．頂d．77．1932．

29）Sc止i崎F．，lI．S■saki，皿．＝Ueber die Ve閉止bung desミeml⑪gischen A口朋。heidu血gstypus，

Zoitschr工Immunit肌sfo哺u・眺p・Th・丑d．77．1932・  30）Schi価，F一，皿・S鵬aki，H。：Aus・

scheidungヨtypus，oin 旧achweisb趾es mendeInd確M1研kmaI，KIin．Wochen雪。h了if㌧ Ed．11，Nr．34．

1932・  31）佐々木肌血液型物質ノ排出型及ピ英ノ避傳二就テ．東京圏學曾例曾演説，昭和8年

2月11日．  32）㎜o鮒：studi05on iso－agg1utini氾昌and i3ohaemo1ysi記5，別IL of Johm HoPkin昌

IIosp・Vo1・63，19m・    33）㎜．Asco1i：Iso乱gglu“ni舵u・Isolysi皿e Mon5chlioher別u帖町a，

M肚n．med．Wo砒NL48．1901．  34）L．五ekt㏄π：Ph盆gocyt05i50f Red CorpuscIes，∫㎝maI

                    【11一】
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。f I皿fectiou；Di5e目e5Vo一．3．1906．   35）L．II吐to酬1：I；ohaemagglutimtion of Hum舳Coτ・

po昌d蹄，J㎝m乱1o口皿fectiou5Disoaes voI．4．1907．  36）佐々木鼠塞，同種血球凝集素二關スル

知見補遺．日本微生物學曾雑誌，第17巻，9號，大正12年g月．  37〕中島忠，同種血球凝集素二

就テ．日本微生物學曾雑誌，17巻，10號，大正12年10月．  38）小山田鐘雄，大阪人二於ケル血液

分類ト同種血球凝集素ノ理化學的影響並ニソノ遺健二就テ．大阪蟹學曾雑誌，第21彊，12號，大正11年

12月，  39〕岸幸義，桑原亨，同種血球凝集反鰹二於ケル凝集素及凝集原ノ椙動的債値二就テ・十

全曾雑誌，第31巻，第1騎．  40〕世夏亮介，同種人血球凝集棄及凝集原ノ物理的瞳賢二開スル研

究．肚曾蟹學雑誌，第5ユ6騎，昭和5年．  41）探町穂積，同種血球凝集反躍ヨリ見タル人血ノ研

究，赴曾圏學薙誌，第482－3鑓，昭昭2年    42）荒木治義，加熱ノ同種血球凝集原二及ポス影

響，血液型研究．第21麗，昭和8年6月．  43〕上道溝；・，入血液型ノ血清化學的研究，〔第1，2

回報告）．十全曾雑誌，第33巻，第5號．  44〕水糞登利，血球ノ型特異性二就テ．十全曾雑誌，36

巻，第4盤．昭和6年4月  45〕同人，人乳申ノ同種血球凝集素及人乳冤疫ニョル人血球二対スル

種国特異性及型特異性凝集素ノ産生二就テ．十全曾雑誌，第36巻，第3號，昭和6年3月．   46〕

正木信夫，抗人唾液免疫家兎血清ノ特異性二就テ．犯罪學雑誌。第5巻，第2脇昭和6年11月．
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